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『南 極 記』の こ と

木 下 是 雄

1955(昭 和30)年 の秋,政 府が南極観測の実施にふみ

きる前後に,東 大山の会(ス キー山岳部OBの 会)が こ

れを応援 しよう一 ありていに言えばこの計画に乗って

南極に押 しだそう一 と動きは じめた.私 も山の会の一

員として何 となくこの話に関与していた.と ころが,年

が明けて西堀さんが設営主務の副隊長ときま り,そ れま

での永田さん一文部省 ・学術会議の線とは異質の考え方

が計画立案に導入されてくると,私 は両者の間のインタ

ープリターの立場に立たされることになってしまった.

このため,3月 以降は半分以上の時間を南極のために使

わされる羽目になったが,自 分が行 く気 は毛 頭 なかっ

た,最 初のころ誘われたが熟慮の上ことわ り,吹 っ切れ

ていたのである.

その私の頭上には,8月 下旬になって,「 お前はオブ

ザーヴァーとして米 国隊 に行 け」 という話が降ってき

た.話 は二転,三 転したが,結 局,9月 末 になってウェ

ッデル海の奥に新基地を建設しに行 く隊に加わることに

きまった.日 本出発は10月 末である.

目のまわるような忙しさの中で,私 は1910(明 治43)

-12年 の 白癩隊の記録 『南極記』を探し求めた.米 国隊

と暮らす うちには白癩隊の話が出ることもあろう,そ の

ときShiraseの 名前だけしか知 らないのでは先縦者に対

して申し訳ない一 というのが私の考えであった.

『南極記』は,朝 日新聞の線でみつかった.南 極観測

の開始は朝 日新聞に負うところが 大 きい.当 時の朝日

は,社 内に南極学術探検事務局をもっていた.そ この藤

木九三氏一 当時,す でに現役の記者を退いて,た ぶん

社友一 がこの本をもってお られ た ので あ る.藤 木さ

んは私にとっては日本山岳会の先輩で,そ の著 『雪 ・岩

・アルプス』は少年のころから私の書架にある.藤 木さ

んに事情を述べて 「今はとても読む時間をつ くれないの

で……」と懇願すると,藤 木さんは貴重な 『南極記』の

南極携行を快諾された.本 は 「貴重品」のケースに入っ

て砕氷艦スタットン・アイランドの臨時士官室に空輸さ

れ,そ こで私と同室の仲間一 西堀さんがアイス ・パイ

ロットとして望んでいたアイク ・シュロスバッハ,海 洋

学のビル ・リトルウッド,そ の他一 との話題 に なっ

た.帰 国後,藤 木さんから 「記念に……」 と贈られ,今

は私の書架に大切に保管されている.

『南極記』は 「この事業に従 事 せる隊員船員の記録報

告及陳述に基きて編輯し,一 年半の歳月を費して成 りし

もの」で,1913年 に南極探検後援会が発行,成 功雑誌社

で発売された.後 援会長大隈重信の序文にはじまるA5

版.約500ペ ー ジの本で,藤 木さんに頂いたのは赤クロ

ース装,革 背だが,こ れがもともとの装頓か どうかはわ

からない.見 返しと扉に 「藤木」の印がある.
のあ

白瀬隊は隊長白酒趾陸軍中尉以下27名(う ち船員14

名,ア イヌ人2名),204ト ンの帆船関南丸に乗って1910

年11月 宋 に芝浦沖を出帆した.こ の小帆船は,先 に郡司

海軍大尉が第二報効丸と名づけて千島探検に使用したも

ので,南 極行にあたって東郷大将が関南丸 と命名したの

である.白 癩隊はニュー ・ジーランドを経て南極ヴィク

トリア ・ランドに接近したが浮氷のため接岸できず,5

月初めにシドニーに入港した.半 年の仮泊の後,1911年

11月 に出港,再 び南征の途に就いた.翌 年1月16日,ロ
ペ イ 口 分プ コホ エ イ ル ズ

ス海の東,鯨 湾 でアムンゼン隊を迎えにきたノル

ウェー帆船プラム号と遅遍し,そ の東方の氷上に錨を投

げた.78℃1'S,164°30Wで あった.白 癩隊長以下の上

陸隊員は犬ぞりを駆って1月28nに80'05'S.156°37W

にまで達して引返した.一 行は,1912年6月 に無事に横

浜港に帰着した.

『南極記』はこの壮挙の記録で,隊 員の見たまま,感

じたまま記して詳細を極めている.巻 中に南極の地図が

見当らないのは意外の感を与えるが,当 時の実情のあり
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の ままを反映しているのであろう.

1955,56年 当時には,南 極観測か,南 極探検かという

論戦があったものである.正 に観測と実態が定まった今

H,あ らためて南極行が探検以外の何物でもなかった頃

の記録を読み返して思いを新たにすることも無意味では

あるまい.(筆 者;国 立極地研究所評議員,学 習院大学長)

観 測 隊 便 り

一24次 越冬 隊 ・25次 観測 隊の近況一

12月 の初めから1月 中旬の約1月 半の間,昭 和基地は

昼だけの世界となる.地 平線をはうように転がり,ま た

昇る太陽は,基 地周辺の雪を融かし,ダ ムに生活や建設

のための水を溜める.新 しい隊の受け入れ準備には欠か

すことのできない天の恵みだ.今 年は 「しらせ」の例年

より約10n早 い到着が予想されていただけに準備も急ピ

ッチで進められた.

今年の夏の建設作業は,ロ ケット設備の補修 と新発電

棟の発電機据え付け及び付帯設備の工事が主で,越 冬中

の4倍 に膨れ上がった労働者で基地は喧躁 を極 めて い

る.ま た建設作業と平行して観測も順調に経過 して い

る.基 地周辺の海では潜水による生物調査が行なわれて

いる.厚 い氷の下の海底からドライスーツに身をくるん

だ隊員が持ち帰る,ホ ヤ,ヒ トデ,海 綿等の試料はどれ

もn本 で見るものとは一風変わっていて他部門の隊員も

興味を引かれている.

一 方,内 陸では昭和基地の西南西600kmに 広がるセ

ールロンーダネ山脈地域の予備調査が雪氷地学グループ

を中心に行なわれ,雪 氷ボーリングによるコアーサンプ

ル岩石サンプルを収集すると共に,地 図作 りのための基

準点を設置するなど多 くの成果を上げた.

昭和基地を中心とした夏期オペレーションは1月 いっ

ぱいで終了し,その後24次 越 冬隊と25次 夏隊を乗せた「し

らせ」は新観測拠点予備調査のため,昭 和基地西方670

kmの ブライド湾へ向う.

アイスラン ド共役点観測

福 西 浩

アイスランドは北大西洋に浮かぶ火山の島として有名

であるが,昭 和基地のオーロラ研究にとっては特別な意

味をもつ地点である.そ れは昭和基地とアイスランドが

一本の磁力線で結ばれた地磁気共役点の関係になってい

るか らである.オ ーロラを発光させる荷電粒子は磁力線

に沿って極域の超高層大気に入射するので,一 般に共役

点では類似 したオーロラが見られる.し かし詳しく調べ

ると強度や形など共役点で一致しない場合 がか な りあ

る.こ れは超高層大気圏の構造や磁力線の形などに南北

で非対称な部分があるためで,逆 にオーロラの非共役性

を観測することによってオーロラ粒子の加速機構の研究

が可能になる.し かしオーロラ帯に現存する観測所の中

で共役点対の関係にあるものはなく,共 役点観測はオー

ロラ研究の重要な研究方法の一つでありながらかなり遅

れた状況にあった.

ア イスランドにおける共役点観測はIMS　 (国際磁気

圏観測計画)期 間中の1977年 と78年 の夏期に2度 実施さ

れたが,今 回はこの経験を生かし本格的な共役点観測を

計画した.前 回は昭和基地の共役点にあたるフサフェル

1ケ 所での観測であったが,今 回は図に示すようにみず

ほ基地の共役点にあたるイーサフィヨルズ,ソ 連のマラ

ジョージナや基地(日 本の磁力計などが設 置 され てい

る)の 共役点にあたるフサピークを加えた3ケ 所での同

時観測を行うことを計画 した.更 にオーロラ現象の共役

性の季節変化の様子を明らかにするための通年観測を行

うことを計画した.

昭和58年 度はその初年度として,8月10「1か ら約2ケ

月間筆者と佐藤夏雄氏(極 地研究所),国 分征氏(東 京

大学理学部)の3名 がアイスランドに滞在し,共 役点観

測の準備を行った,ま ず レンタカーでフサピークとイー

サフィヨルズルまで行き,そ の周辺の電磁環境調査や観

測器を設置する場所を提供して くれる現地の方との交渉

を行い,観 測所設置場所の選定を行った.こ の計画のア

イスランド側の担当者であるアイスランド大学のサエム

ンドソン教授の尽力により,オ ーロラ現象の観測には理

想的な人工雑音のほとんどない場所をみつけることがで

きた.そ の後約1ケ 月フサフェルに滞在し,観 測所の建

設を行った.約400頭 の羊を飼っているスノー リ家の一

室を借 りここに観測器を設置した.VLF自 然電波観測

器は家から約2km離 れた電力線のない場所に設置しそ

こか らテレメータでデータを送信した,こ の電源として

太陽電池を使用したことや,記 録装置等も最新の装置を

用いたためアイスランドではかな り注目を集め,新 聞に

も大きく報道された.

私達がアイスランドを離れたあとは,こ れらの観測器

はアイスランドの人達によって維持され,貴 重なデータ

南極昭和基地,み ずほ基地,マ ラジョージ

ナや基地の地磁気共役点の位置と調査経路
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が記録されている.昭 和59年 度は昨年調査したフサピー

クとイーサフィヨルズルの2ケ 所にも観測所を開 く予定

である,長 年の夢であった共役点観測がこうして着々と

実現しつつあることは菩ぴに耐えない.(筆 者:国 立極

地研究所超高層物理学第一研究部門助教授)

中 国 訪 問 記

吉 田 栄 夫

1983年10月,松 田研究主幹を団長とし,村 越観測協力

室長,川 口教授及び筆者の4名 からなる訪中団は,中 国国

家南極考察委員会の招きによって,南 極に関する学術講

演並びに南極観測についての討議を行うため,北 京の南

極考察委員会は じめ,杭 州,青島の海洋研究諸機関等を訪

れることができた.こ のほかf1程 には各地で名所を見学

する機会も与えられた.松 田主幹は1981年10月 に次 ぐ2

回 目の中国入り,村 越室長は少年期を中国で過したこと

があるが,川 口教授 と私には初めての中国であった.

10月4日 成田空港よ り約3時 間の飛行で,黄 褐色の海

面に長江(揚 子江〉のデルタ形成を垣間見ながら午後3

時上海空港着,1982年 に極地研に滞在していた旧知の万

国才氏の出迎えを受ける.同 行した陸新女史は上海対外

科学技術交流センターの通訳,池 暁莉女史は北京外国語

学院を卒業したての新進気鋭の国家海洋局 外事 部通訳

で,以 後私達の帰国まで付き添い訪中団のアイドルとな

った,上 海から直ちに汽車で杭州へ向う.車 窓を過ぎる

暮れなずむ田園風景は,異 国にあるとは思えないもので

あった.

杭州駅では国家海洋局第二海洋研究所副所長格の注竜

文氏,旧 知の董兆乾氏らの出迎えを受け,西 湖のほとり

の杭州飯店に案内 され た.堂 々たるホテルには,欧 米

人,日 本人,そ れに華僑の人達の観光団が溢れ,中 国に

対する関心の高さと,中 国側の外国人に対する解放の進

展を示唆するように思われた.

杭 州での2日 目は疲れを癒すようにとの配慮からか,

西 湖周辺の雲隠寺,玉 泉植物園などの見学が行われた.

断江省科学委員会委員の年輩の劉俊華氏の 案 内は詳 し

く,そ の博識に裏打ちされた説明で,私 達だけでなく中

国国内からの観光客が,い つも周りに人の輪を作った.

3日 目,第 二海洋研究所を訪れ,ま ず余所長,金 剛所

長 ら主要な科学者の方々と挨拶を交し,中 国の南極に対

する取組みについて,こ れまでに南極の各国隊へ派遣さ

れた19名 のうち,第 二研究所か らは4名 が 参 加 した こ

と,1983/84年 には東大白au#Lへ1名,オ ーストラリア

のデービス基地へ1名 派遣すること,1983年7月 に国家

海洋局で南極の科学に関するシンポジウムが行われ,プ

ロシーディングスが編まれることなどの話を伺った.所

内の研究室見学の後,私 達の講演となり2つ の会場が用

意 されて,一 方で松田主幹の 「南極の生物と海洋生物資

源」「南極生活の新しい話 題」村越室長の 「南極観測に

おける輸送と設営」他方で川口教授の 「南極の気象」私

の 「日本南極観測隊の地学研究の歩み」と題する話を提

供した.学 術用語も湿る講演の通訳は経験の少い人には

容易でなかったと思われる,時 に漢字,時 に英語の単語

を黒板に絶しながら話を進めた.し かし,大 変熱心に聞

いて頂き質疑も活溌で,ひ とまず胸を撫でおろした.

翌 日,今11こ そは晴れて欲しいと念 じていたが依然西

湖は到着以来の雨に煙 っていた.こ のF]の 午前中はかね

ての打合せのように第二研究所の何人かの研究者がホテ

ルを訪れて,更 に討議を重ねた.と ころが,私 達の心を

推し測った劉氏のアレンジで2時 間ほど中断し,研 究所

の観測船の一つを出して西湖を案内して くれることにな

った.私 達の誰 もが象潟の句を思い浮べながら,船 から

の墨絵のような山々の眺め,傘 を傾けながらの湖中の島

巡 りを楽しんだ.な お新聞によると,こ の時に激しく降

った長雨は,淡 口付近に大きな洪水の危機をもた らした

という.し かし幸いこれは寸前で喰止められた.

この口夕刻汽車で上海へ.陸 新さんは限を悪 くされた

とのことで,同 じセンターの高汝鳴氏が迎えてくれる.

ここでは黄浦江を経て長江までの舟行と蘇州への車での

見学旅行などが用意されていた.前 者では中国第一の工

業地,貿 易港である様子を知ることができ,後 者では私

達rl本 人にも親しみ深い歴史を秘めた寒山 与や,今 でも

盛んに使われている随の大運河などのほか,い わゆる江

南デルタの豊かな稲や棉花の実り,天 地の境も定かでな

い湖水をつないで広がる水郷風景を心ゆ くまで 楽 しん

だ.建 築中の農家もよくみ られ,最 近農村は豊かになっ

て,都 市に住む人達より恵まれた点が多いという.

上海からは飛行機で青島に向う.こ こには国家海洋局

の第一海洋研究所,科 学院の海洋研究所,そ れに中国の

海洋関係の人材を多 く養成している山東海 洋学 院 が あ

る.第 一研究所からも南極へ人を派遣しており,そ の1

人張坤誠氏は1982年 のBIOMASS研 究集会で極地研を

訪れている.静 かな膠州湾に面した町並の建物には,ド

イツ租借時代の面影が濃いが,郊 外には沢山の近代的な

アパー トが建設されつつあり,織 物やビールな どの軽工

業の一大中心であって,ト ラックの列がひきもきらない.

2日 目,第 一海洋研究所で私達の講演会が開かれる.

ここでは川口教授と私のときは,天 津の海洋局海洋科技

fliiva研究所から出張してきた陳遊覧氏が通訳であった.

氏 は若 くみえるが日本に1年 留学したこともある通訳の

ベテランで,私 達も話がし易かった.も っとも村 越室

長,松 田主幹の通訳を勤めた萢さんも,学 術用語などを

勉強して大変上手になっていた.
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翌 日,科 学院海洋研究所,山 東海洋学院を見学 し,意

見交換を行った.こ こと広州にある研究所は,国 家海洋

局の本家である.最 大3300tを は じめ5隻 の調査船をも

つ.南 極へはこれまで人を派遣したことはないが,1983

/84年 か ら出すという.山 東海洋学院は海洋関係ではほ

とんど唯一の大学で,国 家海洋局のしかるべき人達にも

出身者が多い,こ のあと郊外の名所の一つ労山に案内さ

れた.花 岡岩の奇岩の屹立する山体からの水が,名 だた

る青島ビールを養 うという.

10月13日,杢 副所長ほかの方々に見送 りを頂き北京へ

飛んだ.北 京空港では繭極考察委員会の高鉄泉氏と李振

培氏に迎えられ,早 速盛大な昼餐を御馳走になる.

翌 日,南 極考察委員会事務室副主任の郭現,高,万,

李の方々と,ホ テルで南極問題について懇談を行った.

ここでは,南 極条約への参加を含む中国の科学観測緻視

の方針や,基 地選定の方法と候補地,観 測船の問題,オ

ブザーバーの派遣希望など,具 体的課題 が中心 となっ

た,自 らの手による南極観測のスター トを間近 か に し

て,大変熱心な取組みが続けられてお り,かつ我が国に対

する期待も極めて大きいことがひしひしと感 じられた.

北京から一旦西安に行くことになっていたが,飛 行機

の遅れ,そ の他の事務的な問題で取止めとなった.こ の

ため彼の地で予定されていた歓迎の手配やホテルのキャ

ンセルなど大変だったようである.北 京滞在が予定より

長 くなったので,こ の間,八 達嶺,清 東陵,明 十三陵な

どの案内を受け,名 所旧跡とともに活気に満ちた中国の

農村生活の一端を目の当りにするこ とがで きた.そ し

て,改 めて国家海洋局に羅局長,律 魏前副局長ほかの方

々をお訪ねし,中 国の南極観測の組織づ くりや準備状況

について懇談する機会を持った.

滞 在した各地での暖い歓迎に対する心からの感謝の念

と,私 達の協力への熱い期待に対する責任感を胸に抱き

ながら,高,万,萢 の方々に見送られ,私 達は10月19日

め っきり寒気の増した北京空港を後にした.

(筆者:国 立極地研究所地学部門教授)

第4回 南極地学シンポジウム

昭和58年10月28,29日 の2n間,当 研究所講堂におい

て当研究所主催の標記シンポジウムが開催された.発 表

論文51編,参 加者79名 であった,地 質学,地 球物理学を

中心に,今 回比較的多数参加のあった地球化学,そ れに

地形,雪 氷など広い分野に亘るものであった.終 りに日

頃それぞれの学会に分かれて研究成果を発表している地

学の諸分野の研究者が一堂に会して,南 極という共通の

対象について討議を交える機会を持つことは重 要 であ

る.そ れを基礎として,地 学の昭和基地付近における活

動領域が,新 しい展開をみせようとしている時,こ れま

での知見の総括を試みる必要があ り,そ れに向けて焦点

を絞ったシンポジウムの企画をも考慮すべきではないか

との議論がなされた.

プ ロ グ ラ ム

[.地 質学的研究(1)

1.昭 和基地付近産変成岩のRb-Sr年 代(予 報)

(欠内桂三,柴 田 賢,白 石和行)

2.南 極 スカレビークハルセンのスカルンの酸素同位

体的研究

(鈴木哲夫,松 葉谷 治,松 枝大治,水 占洋一)

3.南 極産　graphite　とmolybdenite

(松枝大治,本 吉洋一,鈴 木哲夫,松 葉谷 治)

4.エ ンダービーランド,リ ーセル ・ラルセン山から

見出されたスピネルと石英の共生について

(本吉洋一,松 枝大治)

5.リ ュツォ ・ホルム湾エインス トー ドインゲン産ザ

クロ石一珪線石片麻岩と大理石の構成鉱物

(松原 聰,本 吉洋一)

6.リ ュツオ ・ホルム湾沿岸地域から採集された2,

3の 特 異な黒地性岩礫について(予 報)

(小島秀康,矢 内桂三,白 石和行,松 本征夫)

7.南 極 横断山脈Carapaceヌ ナ ターク産ジ=ラ 紀カ

イエビ類化石について

(西田民雄,楠 見 久,欠 内桂三)

8.南 極産鉱物の記載カタログ作成計画について

(松枝大治,松 原 聰,矢 内桂三,

白石和行,本 吉洋一)

9,極 地研究所所蔵の南極産岩石標本について

(白石和行,矢 内桂三,小 島秀康,船 木 實)

H.海 洋域の地学

工0.`し らせ'の 海上重力測定システム

(瀬川爾朗,神 沼克伊,植 田義夫)

11.砕 氷船 「ふ じ」から試みたスパーカーによる海底

音波探査(森 脇喜一)

12.昭 和基地北西沖およびモーソン基地北方沖海底の

有孔虫直弦群集(予 報)(多 井義郎)

13.昭 和基地周辺地域の堆積物中に含まれるア ミノ酸

(序報)(佐 々木清隆,森 脇喜一)

14.白 嶺丸によるロス海の海底地質調査結果

一重力,地 磁気,地 殻熱源量一

(佐木和夫,石 原丈実,上 嶋正人)

15.白 嶺丸によるロス海の海底地質調査結果

一反射法及び屈折法地震探査一(及 川信孝,金 田

義行,横 倉隆伸,加 野直巳,多 田正明)

16,白 嶺 メL南極(ロ ス海)調 査研究航海(TH82-1)で

得 られたコアの残留磁気(上 嶋正人,佐 木和夫)
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17.白 嶺 丸によるロス海の海底地質調査結果一海底堆

積物及び露岩一(佐 藤俊二,中 水 勝,磯 部人志,

有田正史,葉 室和親)

nI,　地球物理学的研究

18.南 極 大陸はなぜ地震活動が低いか

(谷 祐史,川 崎一郎)

19.南 極 エレパス山の1982-1983年 の地震活動

(植木貞人,馬 場めぐみ,神 沼荒研,小 山悦郎)

20.南 極エレバス山の爆発地震について

(馬場めぐみ,神 沼克伊,渋 谷和雄)

21.エ レバス火山の噴火間隔の物理的解釈

(下鶴大輔,神 沼克伊,　R,R.　 Dibble)

22.南 極 ロス島の重力測定

(神沼克伊,小 山悦郎,植 木貞人)

23.昭 和基地におけるボーリングコアの弾性波速度の

測定(行 竹英雄,伊 藤 潔)

24.人 工地震記象と理論記象との比較

(伊神 輝,伊 藤 潔)

25.南 極 ・昭和基地周辺及びみずほ高原,や まと山脈

地区での重力測定(長 尾年恭,神 沼克伊)

26.や ま と山脈地区の重力測定と氷床下の地形の推定

(長尾年恭,吉 田栄夫)

27.ア ム ンゼン湾ナピア山塊の古地磁気

(船木 實,永 田 武)

IV.地 球 化学的研究

28.氷 山を用いた海水中のウラン回収法について

(西山 孝)

29.昭 和基地周辺露岩地域の岩石地球化学

(久保田秀紀,椎 川 誠,矢 内桂三)

30.昭 和基地における大気中二酸化炭素のモニタリン

グ(綿 核邦彦,鳥 居鉄也,村 山治太>

3L昭 和基地周辺湖沼の水質のモニタリング

(村山治太,中 谷 周,細 枝邦彦,鳥 居鉄也)

.32.南 極 ドライバレー地域 と昭 和基地 周 辺 のEve-

　　　 porite

(森川 日出貴,平 林順一,小 坂丈了,鳥 居鉄也)

33,ド ンファン池の経年観測

(中谷 周,鳥 居鉄也,山 縣 登,村 田貞雄)

34.南 極内陸塩湖の徴昂:成分からみた塩起因

(増田宣泰,中 谷 周,鳥 居鉄也)

35.南 極大陸における有機地球化学研究の現状

(松本源喜,鳥 居鉄也,半 谷高久)

36.南 極 ドライバレー地域の環境放射能

(小村和久,林 巧,阪 上正信,鳥 居鉄也)

V.地 形および雪氷学的研究

37.永 久凍土地域での氷喫の成長機構 と環境

(福田正己)

ユ ー ス59

38.空 中写真判読によるやまと山脈 とペルジカ山脈の

地形(岩 田修二>

39.や まと山脈の地形的特徴について(吉 田栄夫)

40.裸 氷原の　dirt　bandの 成因について(大 前宏和,

西尾文彦,勝 島尚美,石 川正雄,高 橋修平)

41.電 波氷厚計による基盤地形(西 尾文彦,

大前宏和,石 川正雄,高 橋修平,勝 島尚美)

VI,　地 質学 的 研 究(ll)

42.電 波 氷 厚 計 に よ る基 盤 地 質 推 定 の 試 み

(大前 宏 和,西 尾 文 彦,石 川 正 雄,

高 橋 修 平,勝 島 尚美)

43.や ま と山脈 の泥 質 変 成 岩(浅 見 正 雄,白 石 和 行)

44.南 や ま と ヌナ タク ス の地 質(勝 島 尚美)

V[.地 質 学 的 研 究(皿)

45.ラ ング ホ ブ デ沖 諸 島 の地 質

(勝 島 尚美,矢 内桂 三>

46.プ リンス オ ラ フ海 岸 の地 質 構 造(白 石 和 行,

広 井 美 邦,佐 々木 清隆,矢 内桂 三,木 崎 甲子 郎)

47.プ リンス オ ラ フ海 岸西 部地 域 の 変成 作 用 に つ い て

(鈴木 盛 久)

48.明 るい岬 の塩 基 性 変成 岩 類

(蟹沢 聰 史,木 崎 甲 子郎,石 川 賢 一>

49.nの 出岬 の　Fassaite・grossular　 rock　 に つ い て

(蟹沢 聰 史,矢 内桂 三)

50.　Stauroliteの 安 定 性 に対 す るZnの 効 果

(広井 美 邦,白 石 和 行,矢 内 桂 三)

51.プ リンオ ラ フ海 岸 の 変 成 岩 中 のHornblendeの 組

成(広 井美 邦,白 石 和 行,大 貫 仁)

シンポジウム報告

一第6回 極域気水圏シンポジウムー

昭 和58年12月7日(水)～9日(金)の3日 間,当 研 究 所

講 堂 に お い て 当 研究 所 主 催 の シ ンポ ジ ウム が 開 かれ た 。

23次 隊 か ら始 ま っ た 「束 ク イ ー ンモ ー ドラ ン ド研 究 計

画 」,「 中 層大 気 観 測計 画(MAP)」 に 関 す る 報 告 が 数 多

く発表 され た.ま た22次 隊 で終 了 した 「南 極 域 気 水 圏 観

測 計 画　(POLEX・South)」 に つ い て の解 析 結 果 の 発 表,

特 に カ タバ風 の シ ミ ュ レー シ ョ ンに つ いて の 発 表 が な さ

れ た,ま た,極 域 で の使 用 を考 え た 測 器 や 雪 結 晶 な どに

つ い て の 発表 も な され た.発 表論 文56編,出 席 者94名 で

あ った.論 文 は 当 研 究 所 発 行 の"Memoirs　 of　National

Institute　of　Polar　 Research,　 Special　 Issue"　 に掲 載 さ

れ る 予 定 で あ る,

プ ロ グ ラ ム

L大 気 組 成 ・エ ア ロゾ ル

L昭 和 基 地 に お ける オ ゾ ン特 別 観 測 に つ い て
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(忠鉢 繁)

2.成 層圏二酸化窒素大気球観測

(小川利紘,岩 上直幹,藤 井良一,菊 地雅寿)

3,南 極地域における大気中ハロカーボン濃度の精密

測定(第2報)(横 畑彰人,巻 出義紘,富 永 健)

4,南 極 における大気微量成分濃度の測定

(広田道夫,忠 鉢 繁,牧 野行雄,村 松久史)

5.赤 外分光器による大気中微量成分の観測(そ の2)

(村松久史,牧 野行雄,広 田道夫,佐 々木 徹)

6,自 由対流圏エアロゾルの空間分布の観測

(森田恭弘,高 木増美,近 藤 豊>

7.火 山大噴火後の成層圏エアロゾル一人工衛星デー

タの解析(藤 原玄夫,　M.P.　 McCorrnick)

n,放 射

1,1982年 の各地の直達「1射量の変動について(昭 和

基地を含む)

(山内豊太郎,志 村英洋,松 原広司,廣 瀬保雄)

2.長 波長放射の観測及び計算からみた逆転層の影響

とその年々変動(山 内 恭>

3.　AVHRR画 像を使用した雲,海 氷の抽出

(田中信也,山 内 恭,川 口貞男)

皿.海 氷 ・海洋

1.　NOAA衛 星MSUに よる海氷縁識別の試み

(瀬尾洋一,山 内 恭)

2.　LUtzow・Holm湾 の海氷と昭和基地の気温

(小野延雄)

3.南 極Queen　 Maud・Enderby　 Land沖 の海況

(若土π焼)

4.ウ エ ッデル海東方海域の深層水について

(本井達夫,小 野延雄)

5.イ ンパルスレーダーによる海氷厚の測定

(大前宏和,西 尾文彦,勝 島尚美,

石川正雄,高 橋修平)

IV.気 候変動 ・大気循環

L南 極点高原における降水について

(井上雅之,大 竹 武>

2.み ずほ高原からえたコアにおける酸素同位体垂直

分布(そ の1)一 昭和基地の気温変動との関連性一

(加藤喜久雄)

3.中 ・高緯度における波の活動と極の温度

(三角幸夫)

4.南 半球の成層圏循環について一平均風 と波動のふ

るまい一(塩 谷雅人,廣 田 勇)

5.南 極域中層大気における内部重力波の生態

(神沢 博)

6.23次 隊MAP観 測の概要とVHFド ップラーレー

ダによる流星観測の結果について(藤 井良一,

ユ ー ス59

五十嵐喜良,愈 谷康和,小 川忠彦,平 沢威男)

V氷 床変動(1)

1.岩 盤 と氷との摩擦(対 馬勝年)

2・多波アイスレーダーにおける一解析方法について

の検討(泉 達司,星 山満雄,西 辻 昭,

和 田 誠,前 晋爾,楠 宏)

3.ラ ングホブデ北の氷河の流動と形態

(西村 寛,森 脇喜一,長 尾年恭,末 田達彦)

4.南 極氷床の形成過程と涌養条件の変遷についての

予察(.Lrl1豊)

5.南 極 白癩氷河流域氷床形態の計算機シミュレーシ

ョン(その2)(束 晃,長 尾IEtw,森 由爾)

M.氷 床変動(u)

1.白 瀬氷河流域の流動特性(西 尾文彦,大 前宏和,

石川正雄,高 橋修平,勝 島尚美)

2.電 波氷原測定と白癩氷河流域の基盤地形

(石川正雄,西 尾文彦,大 前宏和,

高橋修平,勝 島尚美)

3.電 磁波による氷床氷体の地域性(大 前宏和,

西尾文彦,石 川正雄,勝 島尚美,高 橋修平)

4.氷 床氷体の電波の偏波特性について(西 尾文彦,

大前宏和,石 川正雄,勝 島尚美,高 橋修平)

5.裸 氷原のdirt　bandに つ いて(1)一 成因と起源一

(西尾文彦,大 前宏和,石 川正雄,

高橋修平,勝 島尚美)

6.裸 氷原のdirt　bandに ついて(ll)一 構成粒子と組

成一(勝 島尚美,西 尾文彦,大 前宏和,

石川正雄,高 橋修平)

、皿.堆 雪(工)

1.南 極氷床の堆雪特性(佐 藤和秀)

2.南 極氷床沿岸地域の降水量の変動

(佐藤和秀,渡 辺興亜)

3.氷 床表面の堆積 と雪面形態(高 橋修平,

大 前宏和,西 尾文彦,石 川正雄,勝 島尚美)

4.み ずほ基地における環境中性子と積雪

(小玉正弘,西 尾文彦,高 橋修平)

皿.堆 雪(n)

1.南 極 における表層雪の通気度と構造の関係

(西村 寛,前 野紀一)

2.み ず ほ基地における雪内熱流量一毎時値の計算一

(菊地時夫)

3.み ず ほ柱状試料中の球状固体微粒子の放射化分析

(ll)(田 澤雄二,藤 井理行)

4.積 雪 のマイクロ波特性について

(和田 誠,山 内 恭,川 口貞男,

藤 井理行,神 沢 博,楠 宏)

5.　FM-CWレ ーダーによる積雪の内部構造の観測

6
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(藤野和夫,鈴 木勝裕,松 本 正,黒 岩大助)

1(.雪 結 晶 ・測器

1.ゴ ヘイ型雪結晶の形成について

(佐藤 昇,菊 地勝弘,上 田 博)

2.低 温で成長する単結晶雪の成長機構

(権田武彦,清 忠師)

3,雪 結晶の発生と成長一雲粒との相対運動の影響一

(山下 晃,浅 野浅春,成 重和子)

4.ス ノーバーテイクカウンターによる吹雪観測

(石本敬志,竹 内政夫)

5.バ ルーン搭載用Lyman－ α/OH湿 度計

(山下喜弘,岩 坂泰信,平 沢威男,和 田 誠,

山 内 恭,川 口貞男,小 林喬郎)

6.第25次 隊用メカニカル ドリルシステム

(鈴木義男,新 堀邦夫)

7,氷 床雪氷コアの解析に関する二,三 の問題

(渡辺興亜,徳 岡敦子,佐 藤和秀)

X.境 界層(1)

1,極 域用半導体セ ンサー微気圧計の試作

(山下喜弘)

2.み ずほ基地の地吹雪観測1一 地吹雪輸送E・:

(高橋修平,大 前宏和,石 川正雄,

勝島尚美,西 尾文彦)

3.み ずほ基地の地吹雪観測ll－ 地吹雪の諸性質

(高矯修平,大 前宏和,石 川正雄,

勝島尚美,西 尾文彦)

4.カ タパ風の広域特性(井 上治郎)

XI.　境界層(n)

1.み ず ほ基地のカタパ風の数値 シミュレーシュン

(安達隆史,川 口貞男)

2.定 常状態のカタバ風の解析解(安 達隆史)

3.臨 界 リチャー ドソン数付近の乱流特性

(千葉 修,小 林俊一)

4.カ タバ風の二元数値モデリング(2)

(萬納寺信崇)

研 究 所 出 版 物

南極資料80号64頁

南極資料総 目次76～80号9頁

西尾文彦助手平田賞受賞

第24次 隊月例報告(11月 一12月)

11月 の前半は比較的安定した好天に恵まれたが,後 半

は悪天候に一転した.12月 は全般的に好天に恵まれ,観

測 ・設営作業とも順調に経過した,「 しらせ」からの第

1便 は例年より約10n早 く12月18日 に到着したため,受

入れ準備と荷受け作業に忙殺された.ま た,そ の合間を

ぬって観測及び設営の25次 隊との引き継ぎ も順 調 に進

み,航 空機は25次 隊の慣熟飛行を終え1月1日 を期して

運航 と機体の責任を25次 隊に引き継いだ.

観 測報告

セールロンダーネ山脈調査隊は,10月28日 や まと山脈

を出発したA隊 が11月21日 セールロンダーネ山脈東部パ

ルヒエンフィエラ山塊に到着,B隊 も11月2日 にやまと

山脈を出発し,22日 剛n塊 に到着した.ま た途中で氷床

流動測点を設置し,人 工衛星利用位置決定装置による位

置測定,歪 量測定のための歪格子測丑を行った.な おル

ー ト上では積雪観測 ,ア イスレーダーによる氷厚基盤地

形測定,重 力測定等を行いながら進んだ.ま た,セ ール

ロンダーネ[L1脈ではパルヒエンブイエラ山塊東の航空拠

点を中心に地上調査を行い,測 地関係では航空拠点近 く

に2点 基準点を設置し,測 量を行った.し かし航空写真

測量は,昭 和基地の天候が不良のためピラタス ・セスナ

の両機が飛行できず,12月411や っとセールロンダーネ

山脈に飛来したが,今 度はセールロンダーネ山脈の天候

が悪化し降雪まじりの天気が続き,旅 行隊の日程及び燃

料等の関係で断念せざるをえなかった.測 地作業を終え

た旅行隊は,10日 にセールロンダーネ山脈をHS発 し,途

中で101m深 のボーリングを実施して,12月31日 にやま

と山脈に到着した.

燃料消費内訳 単位:1

11月12月

区 分 消費剛 ・ 量 髄 隊 量

普 通 軽 油14,516

M.油2,47・12・,・ ・711!

・s,6921・s,7391・2・953

2,743L18,364
1

1983年12月

1983年

去る10月 に東京で開かれた 日本雪氷学会秋季研究発表

大会において,同 学会賞のひとつである平田賞が当研究

所雪氷学研究部門西尾文彦助手に与えられた.

研究名:南 極氷床表層部の雪震及訴氷襲に関する研究

一7

航空機関係では,ピ ラタス ・セスナ両機の50時 間検査

とIOO時 間検査を実施した.ビ ラタス機はテールスキー

アセンブリが損傷 したため交換し,オ メガ航法装置の電

源部を交換した.

みずほ基地では,基 地の入口と30m観 測塔の間の電力

ケーブルを雪中より掘り出し,雪 上1mの 高 さに張 りな

お した.ま た,超 高層観測室に200V,1kWと1.5kW

切換 えつきパネルヒーターを設置し,さ らに観測棟のフ

ァンコイルユニットを交替し,居 住棟に観測棟で使用し

ていたファンコイルユニットを設置した.
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南 極 月 別 気 象 資 料(Monthly　 Climatic　 Data　 for　 Japanese　 Antarctic　 Stations)

平 均 気 温(Mean　 temp,)　 (DC)

最 高 気 温(Max.temp.)(℃)

最 低 気 温(Min.temp.)(℃)

平 均気 圧 ・海面(Mean　 pressure,

　 　 　 　 　 　 　 sea　leveD　 (mb)

平 均 蒸 気 圧(Mean　 vapour　 pressure)　 (mb)

平 均 相 対 湿 度(Mean　 relative　humidity)　 (%)

平 均 風 速(Mean　 wind　 speed)　 (rn/s)

最 大 風 速 ・10分 間 平 均(Max.　 wind　 speed,

　 　 　 　 　　 　 　 　 　 10・min.　mean)　 (m/s)

瞬 間 最 大 風 速(Gust)　 (m/s)

平 均 雲 量(Mean　 cloud　 cover)　 (1/10)

快 晴 日 数 　(Number　 of　 clear　 days)

昭和基地(Syowa:89532)
11月(Nov.)

-8 .4

一 〇 .2

一17 ,4

982.4

2.5

73

6.7

12月(Dec.)

-3 .5

4.5

一10 ,9

986.9

3.0

64

4.7

29.3(25,NE)19.6(2e,NE)

34.7(25,NE)22.6(20,NE)

7.9

3

4.6

8

みずほ基地(Mizuh。:89544)

11月(Nov.)

-28 .5

一15 .8

一41 .2

12月(Dec)

-21 .3

一12 .5

一36 .0

726.8

　(statien　 pressure)

8.8

16.5(26,NNE)

734.1

8.8

16.2(4,E)

τ"～
～

-
、
、
、
、

【極地豆事典】

高精度地球磁場観測衛星MAGSAT

地球が大規模な磁石になっていることはよく知 られて

いる.地 表で観測される磁場は,地 球の核やマントルの

MHD発 電及び地殻構造に起因する,い わゆる地球内部

に原因をもつ部分と,地 球の電離層及び磁気圏中に流れ

る電流により作られる部分とから成っている.逆 に言え

ば,地 球の磁場を多数の点で精度良く測定すれば,地 球磁

場の永年変化や地殻構造及び地球周辺の電流分布等につ,

1い て有用な情報が得られることを意味する.こ の地球内ミ
部に起因した磁場を調べるために,世 界各地で,昭 和基
1

地で行われているような絶対測定や,船 や航空機を用い

た磁場観測が長年行われてきた,ま た電離層や磁気圏に

ミ流れる電流を調べるために
,地 上観測点や人工衛星を用

いた磁場成分の時間変動の測定が行われてきた.し かし

地上の磁場観測は地殻構造を細か く調べるためには,観

測の空白域が多 くあり,電 離層や磁気圏の電流系を調べ

るためにもその両者を区別出来ないという欠点 が あ っ

た.ま た従来の人工衛星による観測は,電 離層と磁気圏

を結ぶ電流系の解明に極めて有用であったが,測 定精度

等に問題があった.そ のため,地 球表面近 くを,く まな

くしかも精度良 く磁場測定が出来る人工衛星が長年望ま

れていたが,衛 星の姿勢を正確に知ること等の技術的な

}書

、e--i-"一 一..

",、曽e「榊 … 一い、.,「一 …1"やr'一 一 一 一"""州 一 一?f'-1-一 一".馳

;

}

難 し さか ら実現 が 遅 れ てい た.し か し,1979年11月,遂;
な

に,高 精度磁場測定衛星は,NASAに よ り発射された{

竜MAGSAT衛星(高度350～500km)に よ り実現 さ

れ,地 球内外部の磁場構造についての新たな結果を現在

も次々と産み出している.

MAGSAT衛 星は,測 定精度が3成 分値 で6nT,

絶対値で3nT(地 表での地球磁場は30000～50000nT)
ヨ

以下という高分解能での測定が出来る.こ の精度は,衛 ミ`

星の軌道,姿 勢及びセンサーの方向精度を全部合せたも1

のである.セ ンサーの方向だけをとっても20秒 以下の精1
さ

度が要求されることから・いかに匝1醐的な衛星 か が分 ミ

る.技 術面以外にも研究体制を含めて注nす べき点は多 ≧

い.ま ず衛星打上げ1年 前に,こ の衛星のデータを利用1
ミ

し研究する共同研究者(団 体)を 国際的に募集したことi

である.更 に打上げ後は座標変換,デ ータの較正等様々1
く

な計算機処理のされたデータが米国内及び外国の共同研1

究者に同時に配布された.デ ータを各研究者が計算機処 と
,現するため

の様々なプログラムもNASAか ら提供され;
き

た.ま たとかくはっきりしない研究成果の報告は期限を ミも
決めて義務づけられた.t

日米の職 ㈱ の髄 と。う。ともあるが,轍 日本1

の科学酬 衛f±・・A験を行 う際・参考・すべき点魎 め。1

多 い・1

1
ミ

____ふ
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